
 

2019年2月 
医療機関・介護事業の経営者・管理者のみなさまへ 

少人数でじっくり学ぶ 

新年度予算から読み解く医療・介護の経営戦略 

 - 経営者・管理者に次の一手が見える！- 

深刻な人材不足の影響が医療機関や介護事業者に確実に広まってきています。 

とりわけ介護分野では、技能実習制度や特定技能など外国人人材の獲得政策、消費増税を原資とする
新たな処遇改善策「特定処遇改善加算」の創設など、矢継ぎ早に新たな施策が打ち出されています。 
また、ICTやAI、ロボットの活用による生産性向上策にも力が入っています。 
大島一博 老健局長は、深刻化する人手不足の時代により「保険あって介護なし」の状態が生じないよ
うに「地域づくりに貢献する介護保険にしていくという視点で見直しをしていく必要がある」と力説

しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
厚生労働省の新年度の予算には 
◍ 地域医療介護総合確保基金による介護従事者の確保、地域医療構想の達成 
◍ 自立支援・重度化防止に向けた取組及び在宅医療・介護連携の推進 
◍ 科学的介護データ提供用データベース構築等事業 

◍ 認知症になってからも安心して暮らし続けられる地域づくり 
◍ 高齢者の保健事業と介護予防の市町村における一体的な実施の先行的な取組への支援 

などの重点項目が並んでいます。 

さらには、経済産業省予算にも 

◍ 予防・進行抑制型の健康・医療システムへの転換/介護の生産性向上 
◍ 認知症対策官民イノベーション実証基盤整備事業 
◍ 健康・医療情報を活用したヘルスケア･イノベーション基盤整備事業 
◍ ロボット介護機器・福祉用具開発標準化事業  

などがラインナップされています。 

これらの新施策のもたらす効果は、どれほどなのでしょうか。 

経営者のみなさまに欠かせないのは、制度ビジネスの意味と限界をはっきり見切ったうえでの事業戦
略と事業展開です。 

不確実性を増す医療・介護ビジネスの先を見通した「次の一手」を模索されているみなさまのご参加

を心からお待ち申し上げております。 

                                   株式会社ウエルビー 
                                   代表取締役 青木正人 

 

【特定処遇改善加算のイメージ】 



 限定16名様！

Be prepared！ 少人数でじっくり学ぶ

 新年度予算から読み解く医療・介護経営のツボ
                 - 経営者・管理者に次の一手が見える！ - 

　　　　　　　　　　　　　　※ お申込み方法（下記申込書をお使いください）※

㈱ウエルビー　FAX：03-5428-5786 e-mail：info@well-be.net (ホームページhttp://well-be.netからも申込みできます)まで
先着順に受付けいたしますので定員に達した際はご容赦ください (お問合せは　電話 03-5428-5785 でもお受けします)。

●開催日時　2019年3月23日(土)　13:40～16:40
●募集対象　介護事業・医療機関の経営者・管理者およびそれに準ずる方　16名様

●参加費　　一般　　　　　　　　 16,000円（消費税込み）　　　 弊社顧問先　　 8,000円
　　　　　　ウエルビークラブ会員　9,400円　　　　　ウエルビーレポート会員　 12,600円
　　　　　　2018年開催の弊社セミナー・フォーラムに参加された事業者　　　　　14,700円

●会場　　　桜丘町施設(渋谷区桜丘町30-2)
　　　　　　JR線/東京ﾒﾄﾛ銀座線･半蔵門線･副都心線/京王井の頭線/東急東横線･田園都市線 渋谷駅徒歩5分

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　    3/23セミナー申込書

貴社(法人)名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 主業務

ご住所　〒

TEL　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　　　　  　　　顧問先･クラブ会員･レポート会員･購読者･参加経験あり

e-mail　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL

ご参加者 お役職･お名前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都福祉サービス第三者評価機関[機構03-065]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護サービス情報の公表東京都指定調査機関[jkc06004]
〒150-0031 東京都渋谷区桜丘町9-18-104　　TEL：03-5428-5785　FAX：03-5428-5786　e-mail：info@well-be.net　http://well-be.net 

新年度予算の柱は「人材不足への対応」「地域づくり」「認知症への対応」の３本です。
消費増税を原資とする「特定処遇改善加算」は人手不足を解消できるか？
政府施策の限界も見越し どう次の一手を打てばいいのかをお示しします!

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●講師プロフィール●
青木正人：株式会社ウエルビー代表。 医療・福祉・介護事業の経営･人事･教育などの
コンサルティングおよび政府・自治体の調査研究事業を行う。神戸大学経営学部卒業。

厚生労働省介護保険指導監督研修講師、東京都福祉サービス第三者評価者研修講師
明治大学社会イノベーション・デザイン研究所客員研究員、日本介護経営学会会員。
主な著書 に『知らないと損する 公的医療保険と診療報酬』 『デイサービス生活相談員
の"できる"仕事術』 （メディカ出版)  『介護保険サービス指定基準ガイド2018』 (日経BP） 
『新入介護職員早期戦力化マニュアル』 (日本医療企画）『選ばれる事業者になる 変革期の
介護ビジネス-情報公表制度・第三者評価を活かす事業経営』(学陽書房）『最新 成功する

介護ビジネスの起こし方・運営一切』（日本実業出版社)   などがある。　　　　

自立支援・健康寿命延伸のツボ；地域医療構想/データヘルス/保健予防一体化

主催　 株式会社ウエルビー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主なポイント
　　　人材不足を解消するツボ；新たな処遇改善/生産性向上/組織開発
 　　　　　

　　

☆ 地域医療介護総合確保基金を活かす！       ☆ 健康・医療・介護データベースを活かす！
☆ 保健指導・フレイル予防を通いの場に活かす！　☆ アウトカム評価を自立支援に活かす！

など

☆ 特定処遇改善加算を最大限に活かす！        ☆ ＩＣＴ･ＡＩ･介護ロボットを活かす！
☆ 業務フロー見直しと業務仕分けで組織開発！ ☆ 外国人人材を活かす現場革新！

地域共生実現のツボ；包括的支援体制/認知症基本法/官民イノベーション

☆ 地域包括ケアを共生社会に活かす！　　　　　☆ 認知症総合戦略を活かす！
☆ 混合介護を地域支え合いに活かす！　　　　　☆ 民間ビジネスを社会保障に活かす！


